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　あけましておめでとうございます。

　今年も世界は驚くほど動いています。でもその

動く方向に本当の平和があるのでしょうか。

　今年はもっと自分を見つめ、まっすぐ進んでい

こうと決心しました。

　　　　　 ＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　

　最近注目されている、“瞑想”、“マインドフルネス”

ということばがあります。日本の “禅” に共通し

た部分があるのかもしれません。“いま” に意識を

集中させることにより、自分の内面にある無意識

なものと繋がり、その結果、体が自ずと動いて逆

境に対処できる自分になるという考え方です。ヘ

ミングウェイの作品でもよく登場する考え方だと

言われています。

　ヘミングウェイの指摘は、無意識の中で身体を

置き去りにして進んできた現代人にとって重要な

考え方ではないかと、ヘミングウェイ作品の解説

書を出版している翻訳家、都甲幸治氏は語ってい

ました。更に、意識は常に流れていて、その瞬間、

瞬間に何が起こっているかを克明に見ていくこと

が大切だと．．．

ヘミングウェイの

　叩き潰されても負けない老人。その心の中には

『人間は負けるようにはできていない』という信念

があるようです。私はふと立ち止まって考えてみ

ました。私たち人間の多くは、この老人に似た生

き方をして生活してきたように感じたのです。全

ての人は寿命が来て死を迎えます。しかし、その

新年のごあいさつ
新年のごあいさつ

髙木 由利
理事⾧・腎臓内科

“老人と海”

― 考えるな、じいさん ―

から学んだこと

限りある時間の

中で、人は誠実

さを失わずに力

の限り生きるこ

と が 必 要 だ と、

この 1 冊の「老

人と海」から深

く学びました。



島田 祐輔

医局⾧・消化器内科

藤木 達雄
院⾧・心臓血管外科

　新年明けましておめでとうございます。

　大流行していたインフルエンザ感染も徐々に終

息傾向を示し、天気にも恵まれ、今年は穏やかな

新年を迎えることができました。本誌をご愛読い

ただいている皆様はお変わりなくお過ごしでしょ

うか。

　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊

　昨年もインフルエンザ感染の大流行があり、12

月には青森県東方沖地震の発生など感染や災害の

ニュースが記憶に新しいところです。2024 年、

コロナ後のインフルエンザ感染は観測史上最多の

発生数になり、2025 年は亜種の出現により通常

よりも早く流行が拡大、対策が遅れたところもあっ

たようです。

　今後も想定外の流行や新興感染症の出現への対

応はもちろん、既知の感染症に対しても引き続き

注意していかなければなりません。そのためには、

地域での流行情報の共有や対策を含めた連携が大

切になります。今年は新たに感染対策の協定を病

院間のみではなく特別養護老人ホーム等とも結び、

地域の感染対策をより強固なものとしていく考え

です。

　また、きよせ旭が丘記念病院自身も変革が必要

と考えております。院内に掲示もしておりますが、

経営難で閉鎖をする病院が後を絶ちません。私の

住んでいる地域でもこの数年で救急病院が 3 つも
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　新年あけましておめでとうございます。
　消化器内科は胃や腸、肝臓や胆嚢や膵臓などの
腹部臓器を扱っており、特に内視鏡を用いた検査
や治療を得意としております。鎮静剤・鎮痛剤や
経鼻内視鏡を用いた「苦しくない」検査や、治療
もポリープ切除・消化管止血・食道静脈瘤結紮術・

閉鎖しました。この波は更に大きくなって今後も

多くの病院が閉鎖することになるでしょう。清瀬

市北部には当院しか病院がありません。以前お話

したように、100 年後もこの地にきよせ旭が丘記

念病院を残せるように、医師を含めた医療スタッ

フの増員や組織改革をすすめ、盤石な体制作りを

目指します。地域の皆様やご利用いただいている

皆様、近隣の医療機関の皆様にとっても恒久的に

安心安全で信頼できる病院でいられるように努力

してまいります。

　最後に、減少傾向といってもインフルエンザの

流行はまだ続いています。新たな感染症の出現も

危惧されます。このような状況で安全に診療を継

続するために、病院をご利用なさる皆様にお願い

があります。院内でのマスクの着用をお願いしま

す。また、風邪症状、発熱などの症状がございま

したら予め電話でのご連絡をお願いしております。

　本年も宜しくお願い申し上げます。



坂東　興

心臓血管外科・循環器科

きよあさ通信  vol.19

　明けましておめでとうございます。
　今年のお正月は晴天に恵まれ、初日の出やすっ
かり雪化粧をした富士山の姿に魅了された方も数
多くいらっしゃったのではないでしょうか。
　　　　　＊　　　　＊　　　　＊
　さて、私がきよせ旭が丘記念病院に入職してか
ら、はや３度目の新年を迎えました。振り返って
みると、これまで出会った患者さんやご家族、ま
た一緒に働く仲間たちから日々教えられることの
多い 3 年間でした。その経験は、これまで私が心
臓外科医として過ごした 40 年間で学んだことを、
地域医療という新たなフィールドでどのように生
かすか、自らを試される期間でもありました。
　私が心臓外科医として最後の十年を過ごした東
京慈恵会医科大学の校是は学祖、高木兼寛先生が
残した言葉『病気を診ずして病人を見よ』と定め
られています。この言葉は、医師として最も大切
なことは、「自分が専門分野とする病気を治すこと
を目的とするのではなく、其々の患者さんの人格
を尊重し、病気の快癒とともに、その後、その患
者さんがどのような生活を送ることを望まれてい
るかを最優先にして考える」ということを示唆し
ています。
　きよせ旭が丘記念病院は、決して大学病院のよ

うな大きな組織ではありませんが、患者さんの治
療に関わる多くの職種の人たちが、Profession と
して自らの役割を果たそうとする機運があります。
　例えば、外来の看護師たちは、翌週自分達が医
師と共に診る患者さんについて予習をします。患
者さんの背景を再確認すると共に、診察の際に必
要な検査結果が揃っているか、次のステップとし
て何が必要かを予め頭に入れて、診察室で私たち
医師をサポートしてくれます。
　放射線技師や臨床検査技師は、適切なコミュニ
ケーションを取ることにより、見落としてはなら
ない大切な所見を共有してくれますし、薬剤師は、
薬の飲み合わせや副作用の可能性について、重要
な情報を医師、そして患者さんに提供してくれて
います。
　病棟の看護師や理学療法士、作業療法士、管理
栄養士は、入院患者さんを日々一番身近で見てい
るわけですから、我々が回診で気づかなかったこ
とやご家族や患者さんご本人の希望など絶えず情
報共有をしてくれています。
　しかしながら、一方で改善の余地が大いにある
ことも紛れのない事実です。例えば、外来受診の

新春随想

異物摘出・バルーン拡張・胃瘻造設など、数多く行っ
ています。消化管だけでなく肝・胆・膵領域も、
健康診断での肝機能異常から重度肝硬変・膵炎ま
で対応しております。
　健康診断・人間ドックといった予防医学から急

性期治療・慢性疾患の療養・緩和ケアまで幅広い
ステージに対応できるこの病院で、今年も精いっ
ぱい診療に当たっていきたいと考えます。
　どうぞ今年もよろしくお願い申し上げます。



田中 俊行

透析科・循環器内科
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予約時間に来ているのにも関わらず、待ち時間が
⾧いこと、患者さんに受けていただく検査がなぜ
必要か、またその結果が何を意味し、次のステッ
プとして何を考えないといけないかについて、我々
が十分に伝えきれていない場合があることなどが
挙げられます。また、看護師がいつも患者さんや
家族の側に立った看護ができているか、自分達の
都合に合わせた業務形態をとっていないかなど、
絶えず振り返る必要があると考えています。
　医師は専門家であるから、患者さんには医師が
勧める通りの治療を受けてもらうといったいわゆ
る『父権主義の医療』は遠い過去のものとなりま
した。現在、そしてこれからの医療は、我々医療チー
ムと患者さん、ご家族との『協働』によって、初

めて質および満足度の高い結果が得られるものと
確信しています。きよせ旭が丘記念病院の規模、
スタッフの人数、診療体制から全てのご要望にお
答えすることが難しい場合も多々あるかと存じま
すが、患者さんからの叱咤激励は、我々にとって
宝物です。検査や治療、看護の内容についてご質
問がある場合は、忌憚のないご意見を頂戴できれ
ば幸いです。そうしたご意見に真摯に向きあうこ
とが、私共の病院が患者さんに信頼され、持続的
に発展するために必要不可欠だと考えるからです。
　皆様に愛される病院を目指し、質の高いチーム
医療を実践して参ります。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　2025 年 3 月に透析科、循環器科として入職い
たしました田中と申します。
　昨年 2 月まで都内の外来透析と病床（一般と療
養）のある病院で 6 年間勤務していました。2026
年は丙午年ということで前年に引き続き走りまわ
りながら、地域の皆様の健康維持と通院患者様、
入院患者様の治療を懸命に頑張ります。
　昨年入職時から地域医療連携室との営業活動や
その他スタッフのおかげで清瀬市近隣の市町村か
らの紹介も多くいただきました。当院に入職時に
驚いたのは超低蛋白食（0.5g/kg/ 日。通常は 0.8
～ 1g/kg/ 日）と低頻度透析との出会いでした。
患者様の立場からは従来は慢性腎臓病の場合は降
圧剤などしか進行を遅らせる手立てがなく、透析
も学会のガイドラインでは⾧時間透析で週 3 回が
生命予後が良く推奨されていましたが、現代では
仕事との両立やリハビリテーション、また家族と
の時間など多様化しており、全例ではありません

が、可能であればスタッフやその他の医師と相談
し低頻度透析を行っており、これから求められる
ニーズはあると考えます。
　4 月から新たな医師が入職し、仕事の幅も広げ、
また細かく一人ひとりに合わせた医療が提供でき
ると思うと楽しみです。本年も何卒宜しくお願い
いたします。



　寒に入り一年で最も寒い季節となりました。“冷え
は万病のもと” ということわざがありますが、冷え
は単なる寒さとは異なりさまざまな健康障害を起こ
します。 身体の冷えとは医学的には血液の流れが悪く
なることや自律神経の乱れで体温調整機能が上手く
働いていない状態のことです。貧血、低血圧、膠原病、
甲状腺機能低下症などの病気により冷えが起こりま
すが、色々な検査をしても明らかな異常が見つから
ないことがほとんどです。 
　さて、身体が冷える原因として、先ず筋肉量の低
下があげられます。身体から発散する熱量のおよそ
6 割が筋肉で作られます。運動不足や間違ったダイ
エットなどで筋肉量が減ると熱の産生量が落ちて慢
性的な冷えに繋がります。 また、自律神経のバランス
の乱れは体温調整機能に影響するとともに血管を収
縮させ血行が悪くなり冷えが助⾧されます。 さらに、
運動量の低下も血液循環を悪くするため手足が冷え
やすくなります。 
　一般的に体温が１度下がると免疫がおよそ 30％低
下すると言われています。そのため身体が冷えると
風邪などの感染症に罹りやすくなります。そのほか、
冷えにより肩こり、頭痛、生理不順などの肉体症状や、
倦怠感、イライラ、不眠などの精神症状などが発現
します。 このように慢性的な冷えによる健康障害を防
ぐためには身体を冷やさないことがとても大切です。 
　体温は一日の中で起床時が一番低く、朝食を食べ
ることで昼過ぎから夕方に向かって上昇します。そ
のため朝食をきちんと食べることがとても大切です。
また、熱源となる炭水化物やたんぱく質を十分に摂
るなど栄養のバランスが偏らないこと、食べる量を
極端に減らさないことなどの注意も必要です。 
　筋肉を動かすことで血行が良くなり身体が温まり

ます。ストレッチや筋肉トレーニングを行うこと、
一駅分歩くなど日常生活の中で運動することを意識
しましょう。 さらに、過労、睡眠不足、ストレスが溜
まった状態は自律神経のバランスに悪影響を与えま
す。疲れすぎや睡眠不足を避けること、趣味などの
リラクゼーションを行いストレス解消に努めましょ

コラム

からのお便り

【糖尿病外来 診療日】
毎週土曜日  午前・午後

佐藤 潤一
内分泌・代謝内科

先生

佐藤潤一健康研究所

う。 お風呂も身体が温まり、リラッ
クス効果があります。シャワーだ
けでなく湯船にゆっくり浸かるこ
とが効果的です。 
　このような生活習慣の注意に加
えて、外出時は温かい服装、マフ
ラーや手袋など防寒対策をしっか
り行うこと、室内でもレッグウォー
マーや腹巻を使うなど体温が下が
らない工夫が大切です。 
　冷えに注意して健康で冬を乗り
切りましょう。 
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Recipe No.3

栄養科
管理栄養士 石塚 涼香

いしづか  りょうか

鰯

【栄養量】 

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食物繊維
ナトリウム
カリウム
リン
鉄
カルシウム
食塩相当量

195kcal
13.3g
9.3g

10.4g
1.0g

650mg
293mg
165mg
1.4mg
57mg
1.7g

（60g）

【材料（1 人分）】

いわし（三枚おろし）
おろし生姜
薄力粉
しょうゆ
本みりん
酒
サラダ油

⾧ねぎ
しょうゆ
本みりん
本だし

3 枚
3g  
3g
6g
6g
5g
1g

30g
3g
3g

0.4g

★

▲

【つくり方】

いわしの蒲焼き

 ①  いわしにおろし生姜をまんべんなく全体的につける。
 ②  ①に★の調味料を入れて漬けておく。
 ③  ②で漬けた調味料は残しておき、いわしに薄力粉を
　   まぶす。
 ④  フライパンにサラダ油をひき、臭みの強いいわしの皮
　   を下にして中火で焼く。皮目が焼けたら裏返して軽く
　   焼く。
 ⑤  ④に③で残しておいた調味料をかけて、弱火～中火で
　   照り焼きにして完成。

ねぎの煮物

 ①  ⾧ねぎを食べやすい⾧さに切り、軽く焼き目がつく
　   まで中火で焼く。
 ②  ▲の調味料と①が浸るくらいの水を鍋に入れて、中火
　   で煮る。⾧ねぎが柔らかくなったら完成。
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